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である Aureobasidium,Arthrinium, Drechslera, Pestalotiopsis, Pithomyces, Umbelopsisなどが分離
され、上流域の糸状蓄類相は流域の植生や土壌の影響を受けているものと判断された9
一方、下流域の糸状菌類桓は排水の影響を受けているものと考えられた。汚海水質に国有の
Geotrichum candidumをはじめ、 Aspergillusniger, Penicillium oxalicumなどの不完全菌類と













中で Ascodesmissphaerospora, A. macrospora, Talaromyces helicus var. helicus, Zop五elalatipes, 




垂直方向の糸状菌類の分海を大村湾を対象に調べた。コアーサンプラーを用い、 S( 0 -1 cm）、




Neosartorya, Pseudeurotium, EupenicilliumなどはS層からB3署まで分布していたが、 Apiosordaria,
Byssochlamys, Microascus, MonascusなどはS層からのみ分離された。
2.新規汚染指標菌の検索
従来より淡水域では汚染指標菌として Geotrichumcandidum, Leptomitus lacteusなど数種の糸状
菌類が有用であるとされていたが、汽水域および海水域における汚染指標蓄についてはまだ知られ
ていない。これまで実施した生意講査の結果と環境汚染との関係から、汽水域での指標藍として
So rd aria h umana ，汽水域および海水域での指標曹としてAscodesmissphaerospora治宝利用できるこ
















sp. nov. （マユハキタケ季初、 Neocosmosporatenuicristata sp. nov. （ボタンタケ科）、 Corynascella
inquinata sp. nov. ｛ケタマカピ呑）、 Podosporainquinata s予.nov. （ラシオスファエリア科）、新罵
































Penicillium oxalicum, Trichoderma sp., Gilmaniella humicolaのみが分解能を示し、その他の菌はろ
紙を分解しなかった。これらのセルラーゼ生産糸状菌類は環境汚染物質としてのセルロースを分解
し、水圏の環境浄化に寄与しているものと考えられる。
以上のように、淡水一汽水一海水にわたる水圏底質には、主に陸域土壌に由来する多くの糸状菌
類が環境条件に巧みに適応しながら生息しており、環境浄化に重要な役割を果たしていることが推
測された。これらの糸状菌類の中のあるものは、有機物負荷のとりわけ多いところに特徴的に見ら
れ、汚染の著しいところに特徴的な糸状菌類を用いれば、汚染を高感度でモニターできることも明
らかになった。
